
●商品は力ラー合板を使用しております。汚れた手袋などで触れたり、傷をつけないよう、運搬、

施工時の取扱いには十分に注意してください。汚れは柔らかい布に中性洗剤を含ませて、

軽くふきとってください。シンナーは絶対使用しないでください。 

●施工にあたりましては、設置スペース、床面の強度などをこ確認のうえ作業を開始してくだ

さい。 
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●天板の支持は1200mm以下としてくだ 
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※回転クローゼット使用の場合は 30rmr 切り話めますので 1 755rr>1F> となります。 

昭目 
商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 

掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません。 
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用語解説 
索引 

発注書 

基本寸法 

細まり図 

(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

国施工前作業及び施工前の確認 

●取付けスペースの間口、奥行寸法を確認

してください。 

●床強度の確認 

・床強度は、フローリングまたは合板張りで、

厚さ12mm以上を基準としています。 

既存の押入れなどの改装で、床材が薄い

場合は、その上に9mm以上の合板などを

増し張りしてください。 

・特に収納量が多くなることが予想される

場合は、根太間隔を狭くするか、 15mm以

上の床材を張るよ引こしてください。 

●内部仕上げは施工前に 

・収納スペース内部をビ二ールクロスなど

で仕上げる場合は、内部収納の施工前に

行ってください。 

目施工手順 
①天板の切断 

1)固定幅バーツを収納部のどこに取付

けるかを決め、天板の片側を切断し

ます。（下図「天板の切断方法」参照）

※通常は小壁がないか、小さい方から

パーツを納めるような配置とし、そち

らから天板を切り始めます。 

※フリーフルオーフン扉で、端にく引出し） 

●扉吊元の確認（クローゼット扉の場合） 

一吊元が可動式（フリーフルオープンタイプ）

扉の場合 

引出し、バスケットを左右の端に設置する

場合は、クローゼット枠に当らないように

こ注意ください。 

天板は、方立中仕切りの位置を決めてか

ら切断してください。 

〔天板の切断〕参照 

叫吊元が固定式（ピボットタイプ）扉の場合

扉の引残りが約100mmあります（引出し、

バスケット）を使用する場合は扉に当た

らないように配慮してください。 

中仕切を使用して、固定幅パーツは中央

部に、吊元側は開口調整パーツを使用す

ると有効にこ使用いただけます。 

包方立・天板の組立て（図－1) 

●方立（左右）の上下部分にL金具を取付け、

仮置きして天板をのせます。 

※天板の切断寸法によっては、片側の

方立の木ダボが天板の穴に合わなく

なる場合もありますが、その場合は木

ダボを切断してこ便用ください。 

●水平・垂直を確認し、床面側のL金具を

取付けねじで固定します。 

中什切り 

ー1\/／→ 
1一 450mm以上－1 

〔図－1〕 
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商品特長 
商品一覧 

剰右端から固定幅パ一ッを設ける場合t左から納める場合は逆） 
間ロ調整パ一ッのみ取付可能 

舞1 	引出し）くスケット可※フリ一フルオ一プン扉 引出しバスケット不可 

0毒一iii'1IL市 

天板の切断及び方立位置 
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③中仕切りの取付け（図2) 

●中仕切り上部の木タボを天板の穴に差込

んで立てます。 

※中仕切りの上部に付いている木ダボは、パ

ーツを納めるための直角と問口の案内に

なっていますn 

4パーツ類の取付け〔図3) 

●プランに従って各パーツを取付けます。 

※パーツの取付けについては「各パーツの

取付け」を参照してください。 

⑤方立上部L金具の固定 

●各バーツが取付け終わりましたら、水平・

垂直を確認した後、方立上部のL金具を天

板に固定します。 

6.中仕切り上・下固定用L金具の取付け 

●中仕切りの上下にもL金具を取付けて固定

します。 

「上部」 〔下部〕 

（バスケツト）を取付ける場合は、「天板の切断方法」0又

はeに従ってください。 

2）収納部全体の間口に合わせてもう一方を切断します。 

●天板の切断方法〔右側から切断を始める場合〕 

中寺繊り 

一昏国 
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(A部）天井板八シ 

コ型ジ引…奏 (C部〕 

●扉吊元の確認（クローゼット扉の場合） 

叫吊元が可動式（フリーフルオープンタイプ）

扉の場合 

・引出し、バスケットを左右の端に設置する

場合は、クローゼット枠に当らないように

こ注意ください。 

天板は、方立・中仕切の位置を決めてから

切断してください。 

〔天板の切断〕参照 

一吊元が固定式（ビボットタイプ）扉の場合

・扉の引残りが約 100mmあります0（引出し、

バスケット）を使用する場合は扉に当らな

いように配慮してください。 

商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 

掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません。 昌習 
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丁天井板の取付け〔図－1) 

天井板を市販の力ラークギ等で取付けます。 

②背板の取付け〔図－2) 

1)付属のコ型ジョイナーを背板部の床面と 

天井面にタッ力一などで取付けます。 

2）背板をはめ込んでセットします。背板と背

板の継ぎ目はH型ジョイナーを使用します。 

3）市販の力ラークギ等で、背板を下地の横

胴縁に固定します。 

醗履幸論ミ 
1 I_i 	ー＝，一＼＼× 

一宗ン＝～一圧×＼F 

③側板の切断と仮置き〔図－3) 

1）床面から天井面ま

での高さに合わせて、

側板の上部を切断し

ます。 

2）側板のガイド穴にL 

金具を取付け、仮置

きしますn 

国施工前作業及び施工前の確認 

●取付けスペースの確認 

取付け下断目みが、指定曲りになっているか、

間口・奥行・高さ等を確認してください。 

w＝クローゼット枠外寸法 

0=900用＝8 15mm 

（クローゼット枠見返し面から下地面まで） 

0=600用＝5 10mm 

（クローゼット枠見返し面から下地面まで） 

H=2400mm以下 

※奥行寸法は、下地胴縁の厚さで調整してく

ださい。 

●床強度の確認 

床強度は、フローリングまたは合板張りで、

厚さ 12mm以上を基準としています。 

・特に収納量が多くなることが予想される

場合は、根太間隔を狭くするか、 15mm以

上の床材を張るようにしてください。 

削土切を1更用して、固定幅パーツは中央部に、

吊元側は間口調整パーツを使用すると有

効にこ使用いただけます。 

引残り約 100mm 

④天板の切断〔図－4) 

1)固定幅パーツを収納部のどこに取付ける

かを決め、天板の片側を切断します。（下

図「天板の切断方法」参照） 

2）左右側板の内法寸法に合わせて天板のも

う一方を切断します。 

※）くーツを右端から納める場合は右側を、左

端から納める場合は左側を先に切断します。 
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※回転クローゼット使用の場合は30mm切り詰めますので 

1755mmとなります。 
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5)天板のセットと床側L金具の固定〔図－5) 

3）天板を側板に取付けたL金具の上に乗せ

ます。 

4）水平垂直を確認し、床面側のL金具を取

付けねじで固定しますD 

(A部〕 

1叶『切て 

⑦バーツ類の取付け（図刀 

●プランに従って各パーツを取付けます。（図－7) 

※パーツの取付けについては「各パーツの 

取付け」を参照してくださいD 

⑧側板上部L金具の固定 

●各パーツが取付け終わりましたら、水平・，伸田ソプ

垂直を確認した後、側板上部のL金具を天 

板に固定します。 

側，－『－1讐 

棚板 

（引出し） 

ノ／\ 

⑨中仕切り上・下固定用L金具の取付け 

●中仕切りの上下にもL金具を取付けて固定

します。 

ます。 

5）引出しはスリザンに合わせて差込み月

※側板の上下にこ注意ください。 
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回ブランコハンガーの取付け 

●ブランコハンガーは伸縮パイプに吊下げ

ます。 

※ノ（イブ径の違いで斜めになる場合は、吊下 

1ブボルトを回し、パイプが水平になるよう

に調整してください。 
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霧軒 

日棚板の取付け 

●棚ジョイントを方立、中仕切の穴に差込み、

取付けねじで固定します。 

●棚板は、その上から落とし込むようにして 

はめ込み糾ゾ了 
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商品特長 

商品一覧 

室内ドア 

室内引戸 

〔図－5)  

〔図－6)  

自中仕切りの取付け〔図－6) 

●中仕切り上部の木ダボを天板の穴に差込

んで立てます。 

※中仕切りの上部に付いている木ダボは、パ

ーツを納めるための直角と間口の案内に 

なっています。 
	 一什切り 

報 lhaま 1 	/－中付切「 

り霞 
国固定」くイプの取付け 

●固定パイプは天板または可動棚の下面に

取付けます。 

目伸縮ノくイプの取付け 

●両側のソケットを同梱のねじで取付けた後、

ノ（イプを回しながらボルトの根元まで締込

みます。 

目引出しの取付け 

1)棚ジョイントを方立、中仕切の穴に差込み、

取付けねじで固定します。 

2）底板を、棚板と同様に上から落とし込む

ようにして、棚ジョイントにはめ込みます。 

3）底板のダボ穴に合わせて左右の側板をセ

ットし、固定ねじで方立、馴士切に固定します。 

4）側板の木ダボに合わせて天板をセットし 

目バスケットの取付け 

●F型レールを方立あるいは中仕切の穴に、

取付けねじで固定します。 

●バスケットはF型レールにスライドさせて

セットします。 

器 

（引出しの上に引出しを取付ける場合〕 

引出しの上に引出しを取付ける場合も棚

ジョイントを取付けてから引出しを取付け

てください。 

※直接下の引出しの上には乗せないでくだ

さい。 

（バスケットの上に棚板を取付ける場合〕 

棚ジョイントを使用して棚板を取付けてく

ださい。 

※F型レールの上には乗せないでください。 

棚ジョイント

取付ネジ 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

造作材 
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造作材 
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基本寸法1 

納まり図 1 

目可動棚の取付け 

●可動棚は 1200mmありますので、適宜切

断してこ使用ください。 

●取付けは差込みダボを差込んでその上に

乗せます。 

国寝具用棚の取付け 

●方立（側板）・中仕切りの穴に高さを合わ

せて、固定ねじで取付けます。 

※取付け高さは、棚上端まで 690mmが標

準ですが、使用方法に合わせて、上下にす 
らしてもこ使用いただけます。 

回スウイングハンガー1・2型の取付け 

●必ず中仕切りを使用し、パイプの主軸が中

仕切りの中心と同じ位置になるように取付 
けてください。 

●ハンガーの主軸位置（中仕切り位置）と、

右側の方立（側板）との間隔は750mmに

してください。 

※スウィングハンガーの左右逆取付けはで

きません。 

※スウィングハンガーの組立て方法はパー 

ツの梱包に同梱されています。  

園回転クローゼットの取付け 

一回転クローゼットを設置する場合、あらかじめ方立（側板）及び中仕切りの下部を 30mm切

り詰めた後、本体を手1―回こしたがって組立てます。 

●本体組立て後、回転クローゼットの4本のアジャスターを短めにセットして仮置きします。

●水平を調整しながらアジャスターを 

回転させ、天板に接するまで上げて 

ください。 

※9尺以上の間口で回転クローゼット 

を使用する場合、天板の連結部が上 

にこないように位置を設定して＜だ 
さい。 

※回転クローゼット組立て方法はパー 

ツの梱包に同梱されています。 

ーーーープ／ 
～ー石影 

逃多ルー麗P 

固天板の接続（間口9尺・12尺） 

●天板は、両端部にあいた連結用穴に、連結 
部材を使用して接続します。 

※天板の切断を行う際、接続面側を切断しな 
いようにこ注意ください。 

●接続は、片側の天板に連結部材をゆるめに

仮付けし、方立、中仕切りにセットした後、

もう一方の天板を差込むように取付けます。 

※天板を先に接続して、片側だけを持つこと 

は絶対にしないでください。 

9_＿』 
いY～ンーー＝二－－一工／j/ 

※方立、中仕切りの間隔が 1200mm以上に
ならないようにしてください。 

※接続用ボルトは十分に締付けてください。 

鰯覇議 

商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 

掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません。 




